
５高土政第 811 号

令和５年 10 月 26 日

幡多三市一町一村区長会連絡協議会 会長 様

高知県知事

令和５年度幡多三市一町一村区長会連絡協議会からの知事

への要望に対する文書回答について（回答）

令和５年 10 月６日にご要望いただいた項目のうち、各市町村独自の要

望事項に対して、別紙のとおり回答文書を送付します。



令和５年 10 月 26 日 幡多三市一町一村区長会連絡協議会

３ 各市町村独自の要望事項

（１）国道 441 号の整備促進について

〔四万十市区長会〕

（道路課）

（答）

１ 国道 441 号口屋内バイパスは、「防災･減災､国土強靱化のための

５か年加速化対策」予算を投入し、重点的かつ集中的に整備を進め

ている工区です。口屋内トンネル（Ⅱ）の工事にあわせて、桟道橋

工事を一体的に進めています。

２ 中半バイパスについても、令和６年度からの工事着手に向けて、

橋梁の詳細設計や用地買収を進めています。引き続き、両バイパス

工区の１日も早い完成供用に向けて、整備促進に努めてまいります。

３ 狭隘区間での拡幅工事では、通行制限などにより、ご迷惑をおか

けしますが、ご理解とご協力をお願いします。



令和５年 10 月 26 日 幡多三市一町一村区長会連絡協議会

３ 各市町村独自の要望事項

（２）宿毛警察署移転における駐在所の設置について

〔宿毛市地区長連合会〕

（警察本部）

（答）

１ 県警察では、南海トラフ地震等の大規模災害発生時に迅速な警察

活動を行うことなどを見据え、宿毛警察署を現在の宿毛市幸町から

宿毛市希望ヶ丘の高台へ移転する計画を進めております。

２ 当該移転に際し、現庁舎周辺の住宅や飲食店が多く建ち並ぶ、い

わゆる市街地における犯罪抑止力低下を懸念する声があることは

承知しています。

３ 新庁舎への移転後も、新庁舎から市街地までの距離が近いことか

ら、現庁舎近辺に新たな駐在所を設置することは困難ですが、県警

察としましては、引き続き、事件・事故発生時の迅速な対応、昼夜

を問わない積極的な巡回活動を行うなどして、新庁舎移転後の犯罪

抑止力低下を防ぎ、市街地の治安維持に努めてまいります。



令和５年 10 月 26 日 幡多三市一町一村区長会連絡協議会

３ 各市町村独自の要望事項

（３）海岸及び河川の維持管理について

〔土佐清水市連合区長会〕

（河川課、港湾・海岸課）

（答）

１ 海岸のゴミ回収や河川の草刈り等につきましては、地域の皆さま

により自発的に実施していただき感謝申し上げます。

２ 県では、海岸のゴミ漂着状況や河川の草の繁茂状況を確認し、地

元と協議しながら必要な対策を講じています。

３ 引き続き、適切な維持管理に努めてまいりますが、ゴミ回収や草

刈りなど必要な場所がございましたら、管理する土木事務所に、ご

連絡をお願いします。



令和５年 10 月 26 日 幡多三市一町一村区長会連絡協議会

３ 各市町村独自の要望事項

（４）国道 321 号の改良整備の促進について

〔大月町地区長自治会〕

（道路課）

（答）

１ 国道 321 号弘見工区では、歩道の連続性を保つため、既に整備が

完了している宿毛市側から順次事業を展開し、早期完成を目指して

取り組んできました。

２ 残る未整備区間について、県と一体となって用地交渉にご協力い

ただけることに感謝申し上げます。

３ 用地のご協力が得られた箇所から、少しでも事業効果が発揮でき

るよう工事を進め、安全・安心な歩行空間を確保してまいります。



令和５年 10 月 26 日 幡多三市一町一村区長会連絡協議会

３ 各市町村独自の要望事項

（５）県道土佐清水宿毛線の整備促進について

〔三原村区長会〕

（道路課）

（答）

１ 県道土佐清水宿毛線は、地域の皆さまにとって、重要な生活道路

であるとともに、南海トラフ地震の津波により寸断することが想定

される国道 321 号の代替え道路として、重要な路線の一つです。

２ 現在、土佐清水市下ノ加江から三原村との境付近で「防災・減災、

国土強靱化のための５か年加速化対策」などの予算を活用しながら、

通行の安全を確保するための防災対策や道路改良を進めています。

３ また、三原村が整備を進めたユズ農園や農泊交流施設から三原村

中心部へ向かう、芳井～下長谷区間では、一部用地取得困難なとこ

ろがありますが、用地買収が完了したところから、拡幅工事を進め

ています。

４ 関係する皆さまには、用地買収へのご協力をお願いするとともに、

現道の狭隘区間での工事では、通行制限などにより、ご迷惑をおか

けしますが、ご理解とご協力をお願いします。


